
■■■例例 会会 場場

■■例会日例会日時時

レストラン西レストラン西岡岡

〒〒777-0001777-0001徳島県美馬市穴吹町三島字小島徳島県美馬市穴吹町三島字小島862-4 TEL:0883-53-855862-4 TEL:0883-53-85511
毎週火曜日毎週火曜日 18:3018:30～～19:319:300

（会員数27名）19名例 会 出 席 者

アウトフィット有限会社代表取締役 西谷明彦様ゲ ス ト
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日曜日に衆議院議員選挙が行われました。今回の選挙では公示前から、希望の党の小池さ
んが話題の中心でした。ところが「排除します。」とか「全員受け入れなんかさらさらありま
せん。」の言葉で潮目が変わったと言われています。多数派を占める元民進党の議員が多い中、
今度は彼女が排除されるのでは？との話が出てました。かつてかの小沢一郎も排除の論理だ
とかなんとかで話題になりましたてますが、その後彼はぱっとしません。あまりきつい言葉
は自分に跳ね返ってくるものなのでしょうか。よくよく言葉遣いはきをつけなければなりま
せん。
さて昨日の朝日新聞の天声人語はみっともない負け惜しみを書いていました。どう見ても

与党の圧勝なのに、野党側の敵失であって、民意を反映した物ではないかのような論調でした。かつて福田総理が天の声にも
変な声があると選挙に敗北した後語りましたが、そこでかのハマコー先生は「おかしいのはお前の耳だ」と言われたそうです。
記事を書いた記者に送りたいと思いました。

■■会長挨拶■会長挨拶■■

出 席 率 70.4％

☆欠席の会員はメークアップをお願いします。次回例会に欠席
の会員は、出席委員長までご連絡をお願いします。

北室淳子会員・杉原節子会員・田村光男会員

辻 貴博会員・戸島健治会員・中元 香会員

林 秀樹会員・三好博子会員
欠 席

プログラム 三好 亘会員

次回
例会

2017年10月31日（火）18:30から

WEEKlY REPoRT Vol.557 2017.10.24

■■幹事報告■幹事報告■■

◇到着週報 脇町ＲＣ、阿波池田ＲＣ

◇回覧資料 負担金依頼の書類

■■ニコニコ■ニコニコ■■

◇川田会員
◇辻会員
◇澤田会員

第一、第二例会欠席の為
配偶者誕生日、とくとく市
ラグビーフェスティバル美馬ロータ
リークラブ杯、保険試験合格

■川田会員
奉仕というのは、思いやりに尽きるという一言ではないでしょうか。我がクラブも社会奉仕で、年に1回大谷川の清掃をして

いますが、もっと良い方法はないかと考えています。そしてクラブ奉仕ですが、これはロータリアンにとってもっとも重要な
奉仕であります。クラブ奉仕というのは例会に参加するというのが第一です。これも会長、幹事のご苦労を考えますと、会員
一人一人の思いやりがあれば十分達成できると思いますので、できる限り例会にお越しいただければという結論になりました。
■三好会員
私個人の私感で申し上げますと、ロータリーの奉仕は、五大奉仕というものがあり、その中で一番最初に上がってくるのがク

ラブ奉仕ではないかと思います。ロータリアンの奉仕というのは、突き詰めていくと親睦という形に行き着くのではないかと
いうのが私個人の意見であります。その他色々な奉仕がございますが、ロータリーの奉仕の部分を一番代表するのは、クラブ
奉仕、会員相互の親睦というのが一番重要視されているのではないかと私は思っております。
■浪越会員
脇町ロータリークラブに在籍していた時、ガバナーの公式訪問があり、私は当時会員増強委員長をしていました。「新しく会

員に入ってもらうために簡単に説明するとロータリーはどういう所ですか。」とガバナーに聞きました。ガバナーは、「ロータ
リーは奉仕を志している人の集まりで、そして奉仕を勉強する場所です。」と言いました。ロータリーに何の奉仕の勉強をする
場があるかというと、委員会やロータリー財団、米山奨学会、ポリオもあります。奉仕に参加することが奉仕の勉強です。
■矢野会長
先週杉原会員が、奉仕というのはするものではなくさせていただくものだとおっしゃいました。話し合いの結果、それに尽

きるなという結論になりました。それぞれの意見を申しますと、奉仕は、「はい、喜んで」と言ってするものだと。ある方は、
「世の為、人の為、少しだけ自分の為」、「奉仕は、見返りを求めるようなものではない」と。奉仕をどう捉えていくかというの
は、ロータリー活動を続けていく大きな理由になるのではないかと私自身は思っています。

■■家庭集会報告■家庭集会報告■■


